
株式会社安田工業所（鉄骨製造業）

主力製品 建築用鉄骨

〇本社所在地：岡山県真庭市草加部630-1

〇事業概要：建築用鉄骨製造加工・施工

〇常時使用する従業員：68名

（2025年3月時点）

〇現在の売上高：33億円

（ 2025年3月期）

〇法人番号：2260001022750

〇Web：https://www.yasda.net/

代表取締役
安田 浩章

売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

事業所や製品の写真等

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

経営理念： 客先のニーズに対応して、常に誠意をもって仕事に臨む。
既存に捕らわれない新しい発想をもって技術の研鑽に努める。

高品質、低コスト、納期厳守、安全作業を経営管理として全社員一丸となって利益の確保に努める。

安田工業所は、創業以来「技術と信用」を信条とし、我が国のインフラの根幹を支える鉄骨製作を通じて、安
心・安心な社会基盤構築に貢献してきました。国土交通大臣認定Ｈグレード認定工場としての誇りを持ち、強
みである最新ロボット技術を活用した高精度・大重量構造物の供給力を高めるとともに、地域に根差した雇用
創出、若手・高齢者がともに働きがいを持てる職場環境の整備にも注力してまいります。

社是：技術を「革新」、品質を「核心」、信用を「確信」

2035年の売上高達成に向け､現在の主力製品である大型鉄骨を土台
に､超大型鉄骨への対応力を強化し､超高層ビル・大型都市開発プロ
ジェクト受注により年平均成長率+11.9％を実現する。

① 超大型･高重量製品の高精度加工･素材多様化に対応する生産体制構築
-1 超大型案件の受注キャパシティ強化 （物理的な受入スペース確保）
-2 工場建物附属設備（クレーン等）の最適化による、生産性向上取組
-3 最先端加工設備の追加導入による、加工処理の高速化・高精度化

② 次世代を担う人材強化（若年層活用と熟練者からの技術移転推進）
③ ＡＩ・ロボット技術等の生産現場ＤＸ推進・ノウハウ経験知の蓄積
④ 開拓余地の大きい土木分野・産業分野の顧客基盤拡大・営業強化

①-1  最大25t〜30tクラスの構造物に対応可能な自社敷地内の新棟・
 増築工事の段階的推進（物理スペースと荷重条件を確保）

①-2  天井クレーン・搬送機器等の最適配置化（据付・仕掛品移動
 にかかる非付加価値時間を短縮）

①-3  Ｈ型鋼ウェブ開先機・鉄鋼用ショットブラスト機等、最先端
  デジタル技術を活用した超大型製品加工用設備の新規導入

② 熟練技術のデジタル化･マニュアル化推進と技能伝承ＰＴ運営
③ 鋼材加工業界に最適化されたＡＩモデルの共同開発の推進
④ 大手ゼネコン・官公庁等へのトップセールス展開

代表取締役を総責任者とする「１００億達成プロジェクトチーム」を
立ち上げ、生産強化・人材強化・ＤＸ推進・営業強化の各分野別ＰＴ
にリーダーを選任し、全社一丸となったＰＤＣＡサイクルを構築する。
❶ 生産強化ＰＴでは、建築会社・機械メーカー等の助言を受けながら、

 生産性向上・品質向上・安全性向上の具体策を検討･実行する。
❷ 人材強化ＰＴでは、人財コンサルタントの外部知見を有効活用する。
❸ ＤＸ推進ＰＴでは、ＡＩベンダーとの連携で独自モデルを開発する。
❹ 営業強化ＰＴは代表取締役がリーダー兼任、超大型鉄骨が使用され
る超高層ビル・橋梁工事等の大型プロジェクト案件の受注強化を図る。



株式会社安田工業所（鉄骨製造業）

売上高100億円実現の目標と課題・具体的措置

❶ 当社の事業領域と成長戦略ターゲットの明確化

❷ 売上高100億円実現に向けた課題克服のシナリオ

1962~2021年

建築分野における鉄骨製造の
プロフェッショナルとしての
「強み」を確立。

●創業以来培った技術力
●質の高い人材と育成力
●ロボット等の最先端技術へ
の挑戦（革新的な組織風土）
●技術と信頼の実績に基づく
顧客基盤（大手ゼネコン等）
国土交通省認定Ｈグレード

工場（国内鉄骨メーカーの上
位15％に相当）

2022～2025年

新たな成長戦略の端緒として
高重量・高精度対応が求めら
れる土木分野･産業分野への
新規参入を実施。

●2022年11月に新工場完成。
高重量・高精度加工の対応力
強化により橋梁・プラント用
鉄骨等の受注製造を開始。
●新分野を含め受注は堅調に
推移。

2025年3月期まで過去
３年間で売上高は約1.5倍
に急成長を実現。

現在の課題

物理的なハードウェアの制
約条件により受注キャパシ
ティが既に限界に近い。

受注拡大･要求水準の高度化
に対応する人材の更なる拡
充（採用･育成）が必要。

❶

❷

❹

最先端のＡＩ・ロボット技
術等を導入することで抜本
的な生産性向上が必要。

❸

超大型プロジェクト（高層
ビル等）の受注に向けた、
営業活動強化が不可欠。

具体的措置（Action Plan）

新工場の増築･附属設備･加工設
備等の設備投資を実施、ハード
ウェアの制約条件を克服する。

新卒採用を含む人材採用を強化､
熟練者の技術移転(OJT）や資格
取得奨励で早期戦力化を図る。

ロボット･AI等の各ベンダーとの
連携強化､他社に先駆けたＤＸ推
進による生産性向上を推進。

代表取締役によるトップセール
スを軸に、大手ゼネコン･官公庁
等への新規営業活動を強化。

達成目標

2035年3月期決算におい
て売上高102億円達成。

［内訳］超大型鉄骨 25.0億円
大型鉄骨  58.6億円
中小型鉄骨 18.4億円

●年平均成長率＋11.9％で
達成可能。 最新決算時点
から過去3年間の成長ベク
トル（年平均成長率実績＋
14.2％）を維持すること
で十分達成可能な目標水準。

製品区分 用途 顧客層 要求精度・仕様 利益率傾向 現在の売上比率 戦略的位置づけ

超大型鉄骨
重量20t超

超高層建築（40階以上）、
特殊構造物（空港・スタジ
アム等）、長大橋梁等

大手ゼネコン、橋梁メ
ーカー、官公庁（国交
省・地方自治体）

±1/1000以下
高耐力鋼・厚板対応、耐
震・耐候・高層対応仕様

高
高付加価値・
競合が限定的

3.8％
戦略的成長

製造能力・生産性を抜本強化
し、受注拡大を目指す。

大型鉄骨
重量10t超～20t以下

一般的な中高層ビル（10
〜39階）、公共施設、商
業施設

準大手ゼネコン、サブ
コン、設計事務所、
地方公共団体

±1/500程度
一般鋼材対応、建築基準
法対応仕様

中
量産対応で
安定利益可能

６2.2％
安定成長

既存の強みを活かし、超大型
との相乗効果で増収を目指す。

中小型鉄骨
重量10t以下

低層建築物（倉庫・工場・
店舗等）、仮設構造物、農
業用施設

地域工務店、建築資
材商社、中小企業の
建築需要

±1/300程度
簡易施工・低コスト優先、
標準仕様

低〜中
価格競争が
激しい

34.0％
現状維持

地元企業からの注文を中心に
受動的に対応する。
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